
 

（仮称）新潟駅・万代地区周辺将来ビジョンのたたき台 

 たたき台について 

「新潟都心の都市デザイン」や「選ばれる都市 新潟市」、「都市再生緊急整備地域の整備方針」、 

現状のエリアの課題を踏まえ、エリアの関係者のみなさまのご意見をお聞きしながら作成した、

今後策定を進める将来ビジョンの原型となるものです。 
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〇新潟駅・万代地区周辺を10のエリアに分け、各エリアの
将来像を示します。

❶

❷
❸

❺

❽

❾

❹

❻

❼

❿

エリア名（仮） エリア概況 主な土地
利用構成

主な関連事業等
（〇＝実施中、■＝計画）

エリアの特性に応じた将来像（たたき台案）

❶弁天通
エリア

弁天通り商店街の沿道には
小規模な飲食店が並ぶ

飲食、事務所
など

■都市計画道路新潟駅
西線整備
■万代広場整備 等

万代地区・水辺へのゲートエリア
既存の夜の飲食店に加え、1 階部（グランドレベル）には昼も営業する店舗
が並び、沿道の店舗と連携して、昼夜ともに賑わいがストリートに滲み出し、
駅から万代地区・ミズベへと誘われるような入口となるエリアを形成

❷旧駅前通
周辺エリア

かつての駅前として栄えた
駅前通り沿いに飲食や事務
所等が立地

飲食、事務所、
共同住宅など

■都市計画道路新潟駅
西線整備
○旧駅前通勉強会
○弁天公園利活用 等

豊かな公共空間による憩いのエリア
かつての新潟駅前を形成していた弁天公園や旧新潟駅前通りを居心地が良い
空間へと再生し、通過するだけでなく足を留めて、思い思いの多様な過ごし
方を許容できる豊かな滞在空間を形成

❸万代シテイ
エリア

万代シテイの中心として多
くの歩行者で賑わう商業エ
リア
道路等を活用したイベント
が多数開催

大規模小売店舗、
業務ビルなど

○万代シテイﾘﾆｭｰｱﾙ
○歩道新設 等

多様な人々で賑わう万代地区の中心核エリア
大型商業施設や交通ターミナル等といった拠点性を活かしつつ、公共的空間
を活用した休憩スペースやイベントスペース等の配置により、多様な来街者
が居心地よく楽しく回遊できる体験型・時間消費型のエリアを形成
ミズベまでの連続性やミズベを感じ、ワクワク感が創出されるエリアを形成

❹万代シテイ
～水辺エリア

万代シテイ～信濃川間に位
置し、道路を挟んで西側は
BILLBOARD PLACEもある

事務所、共同住
宅など

■旧運輸局跡地利用検
討 等

水辺を感じる複合機能エリア
業務・商業・集合住宅などの複合的な機能がある多様な街区を維持し、万代
シテイからやすらぎ提・信濃川まで、その日の気分でいろいろなルートを選
ぶ楽しみがあるエリアを形成

❺花園
エリア

花園ルートの商店街沿いに
飲食店が並ぶ

飲食、事務所
など

■万代広場整備
■高架下交通広場 等

駅東方面のゲートエリア
楽しく快適な歩行者・自転車環境の充実や、既存の飲食店やアーケードの活
用により、ホテル宿泊者やビジネス客など、駅から万代島方面へ向かう人を
迎えるエリアを形成

❻東大通２
エリア

ホテルや郵便局等が立地す
る一方で、街区内には戸建
て住宅やマンション等も立
地

飲食、商業、住
宅混在、宿泊、
駐車場

－ ミクストユース（混合土地利用）エリア
沼垂エリアへつながる万代町通を含む、住宅や商業、宿泊等の用途混在エリ
アの特性を踏まえたミクストユースエリアを形成

❼万代東
エリア

大型の複合施設やホテル、
事業所も立地

業務、事業所、
宿泊、駐車場な
ど

○APAﾎﾃﾙ･ﾏﾝｼｮﾝ開発
○ANAｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ公
開空地活用 等

ビジネス機能集積エリア
メディアシップなどビジネス機能を中心に集積するエリアを形成
港湾エリアまでの連続性やミズベを感じ、ワクワク感が創出されるエリアを
形成

❽駅南
エリア

交通結節点としてバス乗り
場や駐輪場のほか商業施設
が立地

小売、交通など ■(仮称)バスタ新潟
■高架下交通広場

新たな企業集積・広域交通結節エリア
広域的な交通結節機能の強化に併せ、防災機能を備えた基盤の整備を推進す
るとともに、民間による起業支援や、IT を中心とした企業集積が図られ、次
世代通信環境などイノベーションを促進する環境が整うエリアを形成

❾東大通
ルートエリア

陸の玄関口の新潟駅と万代
広場を有する
大通のビスタに沿って大型
の業務ビル等が立地

駅・広場、業務
ビル、路面店な
ど

○日本生命ビル開発
○COI新潟ビル開発

風格と機能を併せ持つ都心の象徴エリア
日本海拠点都市の風格と機能を併せ持ち、都心を象徴する都心軸エリア。駅
とまちをつなげ、緑と賑わいが溢れる人を中心とした空間へ段階的に転換し、
併せて風格ある景観形成やストリートに開放されたグランドレベルのファ
サードにより、駅からまちなかへ歩き出したくなるエリアを形成

❿水辺
エリア

信濃川の堤防等を活用した
憩いの空間が広がる

堤防、ｵｰﾌﾟﾝｽ
ﾍﾟｰｽなど

○ミズベリング信濃川
やすらぎ堤
○万代テラス利活用

信濃川と萬代橋を望むリバーフロントエリア
信濃川やすらぎ堤・萬代橋・万代テラスなど、信濃川・西港の水辺空間を新
潟独自の魅力として磨きあげ、周辺の空間と一体的につなぎ、交流軸として
うるおいとゆとりのあるエリアを形成

エリア別の特徴と目指すべき将来像



   

 


